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地域は家族だ !　――　町内 ･集落福
祉全国サミットで見えてきたもの――
 淡路市社会福祉協議会会長　小南広之（市人教理事）

  11 月 25 ～ 26 日、全国から 1000 人
の参加を得て、市と共催で集落福祉サ
ミットを開きました。淡路市でも、近年、
人口が縮小し、単身世帯が増えて、家族
の崩壊、集落の崩壊が心配されます。そ
こで、排除のない開かれた共同体「地域
家族」･･･ 子どもから高齢者、障がい者、
生きづらさを抱えた人たちが暮らせる地
域づくりが注目されています。
  「ひとり暮らし」をマイナスイメージで
見がちですが、地域家族の中では、もっ
と前向きにとらえられます。尊厳をもっ
て「いつまでも住み慣れたところで住み
続けたい」それが本人の幸せであれば、
それを支えるのが、私たちの役割である
と思います。
   市内の実践報告をした興

こうりゅうじ

隆寺地区は、
25 戸 49 人の小さな集落ですが、15 年
も前から、有志でNPO法人を立ち上げて、
地域の課題に取り組んで来ました。自分
たちで考え、行動する姿から、「本当の
豊かな暮らし」が見えてきました。この
ように、｢ ここに暮らし続ける ｣ という
覚悟を持てば、地域が肯定的に見えてき
て、景色が輝いてきます。地域の宝が見
えてきます。地域を住民が主体的に開い
ていくことで、地域の豊かな暮らしが続
いていきます。
　「地域共生社会」最近よく聞きますが、
この言葉は、絵本「ふしぎなともだち」
のように、障がい児の「共に学び共に育
つ」教育でよく使われてきました。私た
ちは、障がいのある人のはたらく場・居
場所づくりを通して、すべての住民の支
え合いが、回り巡る「共生循環型地域社
会」を目指しています。
　「個人の尊厳が尊重され、誰もが住み
なれた所で、自分らしく暮らしていける」
地域づくりを進めます。
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